
特集特集
　オンライン資格確認は、患者の医療情報を
有効に活用して、安心・安全でよりよい医療
を提供していくための医療 DX の基盤とな
るものであることを踏まえ、保険医療機関・
薬局に、2023（令和５）年 4 月からその
導入を原則として義務づけることとされまし
た。さらに、2024（令和６）年度からは、
訪問看護ステーション、助産所、健診実施機
関、柔道整復師・あん摩マッサージ師・はり
師・きゅう師の施術所等においてもオンライ
ン資格確認の運用が開始されています。医療
DX の基盤となるオンライン資格確認全体の
進捗状況について確認し、事業者としての対
応をみていきます。

医
療
Ｄ
Ｘ
の
基
盤
と
な
る

オ
ン
ラ
イ
ン
資
格
確
認

　
我
が
国
に
お
い
て
は
、
世
界
的
に
も
類
を
み
な
い

早
さ
で
高
齢
化
が
進
行
し
て
お
り
、
２
０
２
３
（
令

和
5
）
年
現
在
で
29
・
1
％
と
な
っ
て
い
る
高
齢
化

率
は
、
第
２
次
ベ
ビ
ー
ブ
ー
ム
期
（
１
９
７
１
年
～

１
９
７
４
年
）
に
生
ま
れ
た
世
代
が
65
歳
以
上
と
な

る
２
０
４
０
年
に
は
34
・
8
％
、
２
０
４
５
年
に
は

36
・
3
％
に
な
る
と
見
込
ま
れ
て
い
る
。

　
世
界
に
先
駆
け
て
超
高
齢
社
会
に
直
面
す
る
な

か
、
国
民
の
健
康
寿
命
の
延
伸
を
図
る
と
と
も
に
、

社
会
保
障
制
度
を
将
来
に
わ
た
っ
て
持
続
可
能
な
も

の
と
し
て
い
く
な
か
で
、
保
健
・
医
療
・
介
護
の
情

報
の
利
活
用
を
積
極
的
に
推
進
し
て
い
く
こ
と
が
、

個
人
の
健
康
増
進
に
寄
与
す
る
と
と
も
に
、
医
療
現

場
等
に
お
け
る
業
務
効
率
化
の
促
進
、よ
り
効
率
的
・

効
果
的
な
各
種
サ
ー
ビ
ス
を
行
っ
て
い
く
う
え
で
重

要
と
な
っ
て
い
る
。

　
２
０
２
２
（
令
和
４
）
年
６
月
に
、「
経
済
財
政

運
営
と
改
革
の
基
本
方
針
２
０
２
２
」（
２
０
２
２

（
令
和
４
）
年
６
月
７
日
閣
議
決
定
）
に
お
い
て
「
全

国
医
療
情
報
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
の
創
設
」、「
電
子

カ
ル
テ
情
報
の
標
準
化
等
」、「
診
療
報
酬
改
定
Ｄ
Ｘ
」

の
取
り
組
み
を
行
政
と
関
係
業
界
が
一
丸
と
な
っ
て

進
め
る
こ
と
と
さ
れ
、
政
府
に
「
医
療
Ｄ
Ｘ
推
進
本

部
（
仮
称
）」
を
設
置
し
、
施
策
を
推
進
し
て
い
く

旨
が
打
ち
出
さ
れ
た
。

　
こ
れ
を
受
け
、
２
０
２
２
（
令
和
４
）
年
10
月
22

日
に
「
医
療
Ｄ
Ｘ
推
進
本
部
」
を
設
置
、
そ
の
後

２
０
２
３
（
令
和
５
）
年
５
月
29
日
に
は
「
医
療
Ｄ

Ｘ
の
推
進
に
関
す
る
工
程
表
」（
図
１
）
が
決
定
さ

れ
た
。

　
な
お
、
医
療
Ｄ
Ｘ
の
定
義
に
つ
い
て
は
、
保
健
・

医
療
・
介
護
の
各
段
階
（
疾
病
の
発
症
予
防
、
受
診
、

診
察
・
治
療
・
薬
剤
処
方
、
診
断
書
等
の
作
成
、
申

請
手
続
き
、
診
療
報
酬
の
請
求
、
医
療
介
護
の
連
携

に
よ
る
ケ
ア
、
地
域
医
療
連
携
、
研
究
開
発
等
）
に

お
い
て
発
生
す
る
情
報
に
関
し
、
そ
の
全
体
が
最
適

化
さ
れ
た
基
盤
を
構
築
・
活
用
す
る
こ
と
を
通
じ
て
、

保
健
・
医
療
・
介
護
の
関
係
者
の
業
務
や
シ
ス
テ
ム
、

デ
ー
タ
保
存
の
外
部
化
・
共
通
化
・
標
準
化
を
図
り
、

予
防
を
促
進
し
、
よ
り
良
質
な
医
療
や
ケ
ア
を
受
け

ら
れ
る
よ
う
に
、
社
会
や
生
活
の
形
を
変
え
て
い
く

こ
と
、
と
し
て
い
る
。

　２
０
２
３（
令
和
５
）年
４
月
か
ら

オ
ン
ラ
イ
ン
資
格
確
認
等
シ
ス
テ
ム
の

導
入
を
原
則
義
務
化

　
医
療
Ｄ
Ｘ
の
基
本
的
な
考
え
方
と
し
て
は
、
２
０

３
０
年
度
を
目
途
に
、
①
国
民
の
さ
ら
な
る
健
康
増

進
、
②
切
れ
目
な
く
よ
り
質
の
高
い
医
療
等
の
効
率

的
な
提
供
、
③
医
療
機
関
等
の
業
務
効
率
化
、
④
シ

ス
テ
ム
人
材
等
の
有
効
活
用
、
⑤
医
療
情
報
の
二
次

利
用
の
環
境
基
盤
、
の
５
つ
の
実
現
を
目
指
し
て
い

く
方
針
が
示
さ
れ
て
い
る
。

オ
ン
ラ
イ
ン
資
格
確
認
の
進
捗

～
医
療
Ｄ
Ｘ
の
さ
ら
な
る
加
速
～
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①
に
つ
い
て
は
、
誕
生
か
ら
現
在
ま
で
の
生
涯
に

わ
た
る
保
健
・
医
療
・
介
護
の
情
報
を
Ｐ
Ｈ
Ｒ

（Personal H
ealth Record

）
と
し
て
自
分
自
身
で

一
元
的
に
把
握
可
能
と
な
り
、
個
人
の
健
康
増
進
に

寄
与
す
る
。
自
分
自
身
で
は
必
ず
し
も
記
憶
し
て
い

な
い
検
査
結
果
情
報
、
ア
レ
ル
ギ
ー
情
報
等
が
可
視

化
さ
れ
る
こ
と
に
よ
り
、
将
来
的
に
も
安
全
・
安
心

な
医
療
の
受
療
が
可
能
と
な
る
。
ま
た
そ
の
際
に
、

ラ
イ
フ
ロ
グ
デ
ー
タ
（
個
人
の
生
活
や
活
動
を
デ
ジ

タ
ル
記
録
し
た
デ
ー
タ
）
の
標
準
化
等
の
環
境
整
備

が
進
む
こ
と
に
よ
り
、
こ
う
し
た
ラ
イ
フ
ロ
グ
デ
ー

タ
等
の
活
用
が
可
能
に
な
れ
ば
、
疾
病
の
予
防
な
ど

に
も
つ
な
が
る
、
と
し
て
い
る
。

　
②
に
つ
い
て
は
、
本
人
の
同
意
を
前
提
と
し
て
、

必
要
に
応
じ
て
全
国
の
医
療
機
関
等
が
セ
キ
ュ
リ
テ

ィ
を
確
保
し
な
が
ら
診
療
情
報
を
共
有
す
る
こ
と
に

よ
り
、
切
れ
目
な
く
よ
り
質
の
高
い
医
療
等
の
効
率

的
な
提
供
が
可
能
と
な
る
。
さ
ら
に
、
災
害
時
や
救

急
時
、
次
の
感
染
症
危
機
を
含
め
、
全
国
い
つ
ど
の

医
療
機
関
等
に
か
か
っ
て
も
、
必
要
な
医
療
等
の
情

報
が
共
有
さ
れ
る
こ
と
と
な
る
、
と
し
て
い
る
。

　
③
に
つ
い
て
は
、
医
療
機
関
等
の
デ
ジ
タ
ル
化
が

促
進
さ
れ
、
業
務
効
率
化
が
進
み
、
効
率
的
な
働
き

方
が
実
現
す
る
と
と
も
に
、
シ
ス
テ
ム
コ
ス
ト
が
低

減
さ
れ
る
。
さ
ら
に
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
機
器
や
Ａ
Ｉ
技
術
の

活
用
に
よ
る
業
務
支
援
や
、
業
務
改
善
・
分
析
ソ
フ

ト
の
活
用
等
と
そ
れ
に
よ
る
合
理
化
を
通
じ
て
、
医

療
機
関
等
自
身
が
デ
ジ
タ
ル
化
に
伴
う
業
務
改
革
を

行
う
こ
と
に
よ
り
、
そ
こ
で
働
く
医
療
従
事
者
に
と

っ
て
魅
力
あ
る
職
場
が
実
現
し
て
い
く
。
ま
た
、
次

の
感
染
症
危
機
に
お
い
て
、
医
療
現
場
に
お
け
る
情

報
入
力
等
の
負
担
を
軽
減
す
る
と
と
も
に
、
必
要
な

情
報
を
迅
速
か
つ
確
実
に
取
得
す
る
こ
と
を
可
能
と

す
る
こ
と
に
よ

り
、
対
応
力
の

強
化
も
図
っ
て

い
く
、
と
し
て

い
る
。

　
④
に
つ
い
て

は
、
診
療
報
酬

改
定
に
関
す
る

作
業
が
効
率
化

さ
れ
る
こ
と
に

よ
り
、
医
療
情

報
シ
ス
テ
ム
に

関
与
す
る
人
材

の
有
効
活
用
や

費
用
の
低
減
を

実
現
し
、
ひ
い

て
は
医
療
保
険

制
度
全
体
の
運

営
コ
ス
ト
の
削

減
が
可
能
と
な

る
、
と
し
て
い

る
。

　
⑤
に
つ
い
て

は
、
民
間
事
業

者
と
の
連
携
も

図
り
つ
つ
、
保

健
医
療
デ
ー
タ

の
二
次
利
用
に

よ
り
、
創
薬
、

治
験
等
の
医
薬

産
業
や
ヘ
ル
ス

ケ
ア
産
業
の
振

興
に
資
す
る
こ
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マイナンバーカードと健康
保険証の一体化の加速等

訪問診療等、柔道整復師・あん摩マッ
サージ指圧師・はり師・きゅう師の施
術所等でのオンライン資格確認の構築

マイナンバーカードと健康保険証の一体化の加速等

スマホからの資格確認の構築

運用開始

運用開始
生活保護（医療扶助）のオンライン資格確認対応 運用開始

保険医療機関等のオンライン資格確認の原則義務化

電子処方箋を実施する医療機関・薬局を拡大 概ね全ての
医療機関・薬局で導入

医療機関・薬局間での共有・マイナポでの閲覧が可能な医療情報を拡大

救急時に医療機関等で患者の医療情報を閲覧できる
仕組みの整備 運用開始し、普及

全国医療情報プラットフォームの基盤構築
（電子カルテ情報共有サービス（仮称）の整備）

レセプト情報

電子処方箋

電子カルテ情報

情報共有基盤の整備
共有等が可能な医療情報
の範囲の拡大

診療情報提供書・退院時サマリーの交換
検査値 生活習慣病、救急 、アレルギー、薬剤禁忌、傷病名等を共有

順次、医療機関、共有する医療情報を拡大

運用開始

電子カルテ情報の標準化等

下記について全国的に運用
・公費負担医療、地方単独医療費助成
・予防接種
・母子保健情報
・介護
・自治体検診
・感染症届出

医療情報化支援基金の活用による電子カルテ情報の標準化を普及
標準型電子カルテα版提供開始 本格実施

業務運用の見直し
医療機関・自治体との

情報連携基盤の整備
実証事業 国民に直接メリットがある機能を開始 機能・実施自治体を拡大

自治体システムの標準化、共有すべき文書の標準化・クラウド化

先行実施

マイナポの申請サイトの改修 診断書等の自治体への電子提出の実現
順次、対象文書を拡大

順次、ユースケースを拡大

自治体・医療機関 介護事業
所間の連携 等
・自治体が実施する介護、
予防接種、母子保健等の事
業の手続に必要な情報の連
携

民間PHR事業者団体等と連携したライフログデータ標準化、医療機関実証、2025年大阪・関西万博も見据えたユースケース創出支援

診療報酬改定DX
〔医療機関等システムの
モダンシステム化〕

共通算定モジュールの設計・開発

マスタの開発・改善
電子点数表の改善

マスタ・コードの標準化の促進
提供拡大

マスタ及び電子点数表
改善版の提供開始

機能を更に追加しながら、
医療機関数を拡大

医療機関等のシステムについて、診療報酬の共通算定モジュールを通し、抜本的にモダンシステム化

共通算定モジュールのα版提供開始
先行医療機関で実施、改善
順次、機能を追加

医療機関・ベンダの負担軽減

医療機関・ベンダの更なる負担軽減

本格実施

医療機関・薬局間だけでなく、自治体、介護事業所と情報を共有、マイナポで閲覧に加え、申請情報の入力

➡

/

〔 〕

➡

⇒ ⇒ ⇒

○令和6年秋
・保険証廃止

全
国
医
療
情
報
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
の
構
築

2023年度
（令和5年度）

2024年度
（令和6年度）

2025年度
（令和7年度）

2026年度～
（令和8年度～）

医療 DX の推進に関する工程表〔全体像〕図 1

内閣府ホームページ医療DX推進本部（第2回・令和5年6月2日）資料3より
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質
の
高
い

医
療
、
保
健
、
福
祉
を
提
供

　
山
形
県
米
沢
市
に
あ
る
一
般
財
団
法

人
三
友
堂
病
院
は
、「
信
頼
と
融
和
で

築
こ
う
よ
い
病
院
」
と
い
う
法
人
理
念

の
も
と
、
地
域
に
密
着
し
た
質
の
高
い

医
療
、
保
健
、
福
祉
サ
ー
ビ
ス
を
提
供

し
、
社
会
に
貢
献
し
て
い
く
こ
と
を
目

指
し
て
い
る
。

　
法
人
の
沿
革
と
し
て
は
、
明
治
19
年

に
前
身
と
な
る
三
友
舎
を
創
設
し
た
こ

と
に
は
じ
ま
る
。
そ
の
後
、
三
友
堂
病

院
と
組
織
を
改
め
、
平
成
25
年
に
一
般

財
団
法
人
化
し
て
い
る
。法
人
施
設
は
、

急
性
期
医
療
を
担
う
三
友
堂
病
院
と
回

復
期
・
慢
性
期
医
療
を
担
う
三
友
堂
リ

ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
の
2
病

院
を
は
じ
め
、
サ
ー
ビ
ス
付
き
高
齢
者

向
け
住
宅
、
デ
イ
ケ
ア
、
訪
問
看
護
、

訪
問
介
護
、
居
宅
介
護
支
援
事
業
所
を

併
設
す
る
三
友
堂
地
域
リ
ハ
・
ケ
ア
セ

ン
タ
ー
、
看
護
専
門
学
校
を
運
営
。
急

性
期
医
療
を
中
心
に
時
代
の
要
請
に
応

じ
た
医
療
を
提
供
す
る
こ
と
に
努
め
、

地
域
医
療
の
充
実
と
発
展
に
尽
力
し
て

き
た
。

医
療
機
関
の

再
編
モ
デ
ル
と
し
て
注
目

　
同
法
人
は
、
令
和
5
年
11
月
に
三
友

堂
病
院
と
三
友
堂
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ

ン
セ
ン
タ
ー
を

統
合
し
、
同
じ

市
内
で
急
性
期

医
療
を
担
う
米

沢
市
立
病
院
の

同
一
敷
地
内
に

新
築
移
転
を
行

い
、機
能
分
化
・

医
療
連
携
を
図

っ
て
い
る
。
公

立
病
院
と
民
間

病
院
が
経
営
母

体
は
そ
の
ま
ま

に
同
一
敷
地
内

に
併
設
す
る
こ

と
は
全
国
的
に

も
例
が
な
く
、

今
後
の
医
療
機

関
の
再
編
モ
デ

ル
と
し
て
注
目

さ
れ
て
い
る
。

　
米
沢
市
の
医
療
提
供
体
制
と
統
合
移

転
を
行
っ
た
経
緯
に
つ
い
て
、
理
事
長

の
仁
科
盛
之
氏
は
次
の
よ
う
に
説
明
す

る
。

　「
当
院
が
所
属
す
る
置
賜
二
次
医
療

圏
の
人
口
は
、
令
和
2
年
度
の
約
20
万

人
か
ら
令
和
22
年
度
に
は
約
14
万
７
０

０
０
人
に
減
少
し
、
高
齢
化
率
は
33
・

5
％
か
ら
39
・
4
％
ま
で
上
昇
す
る
こ

と
が
推
計
さ
れ
て
い
ま
す
。
人
口
減
少

と
高
齢
化
に
伴
い
、
医
療
需
要
の
減
少

に
よ
る
病
床
稼
働
率
の
低
下
、
医
師
を

公立病院・民間病院を
同一敷地内に併設、機能分化へ

　福祉医療機構では、地域の福祉医
療基盤の整備を支援するため、有利
な条件での融資を行っています。今
回は、その融資制度を利用された山
形県米沢市の三友堂病院を取りあげ
ます。同院は令和 5 年 11 月に病院
の統合移転に伴い、公立病院との機
能分化・医療連携を図ることで地域
医療を支えています。新病院の概要
や取り組みについて取材しました。

— 山形県米沢市・一般財団法人三友堂病院 —
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施設の概要施設の概要

〒 992−0033
山形県米沢市福田町 2−1−55
  TEL   0238−24−3700
  FAX   0238−24−3709　
  URL   https://sanyudo.or.jp

病院開設：明治 19 年
理 事 長：仁科　盛之
病 院 長：穂坂　雅之
病 床 数：199 床（回復期リハビリテー

ション病棟 90 床、地域包括ケア病棟 87 床、緩和ケア病棟 22 床）
診 療 科：内科、消化器内科、呼吸器内科、循環器内科、内分泌・代謝内科、腎臓内科（人

工透析）、神経内科、精神科、心療内科、外科、整形外科、脳神経外科、リハビ
リテーション科、緩和ケア内科・緩和ケア外科、皮膚科

法人施設：三友堂地域リハ・ケアセンター（サービス付き高齢者住宅、通所リハビリテー
ション、訪問看護ステーション、ヘルパーステーション、居宅介護支援センター）、
三友堂クリニック・三友堂介護医療院／三友堂看護専門学校

一般財団法人 三友堂病院
　　　　　　 　　　　

oka
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〒105-8486 東京都港区虎ノ門4-3-13ヒューリック神谷町ビル9階
独立行政法人福祉医療機構 総務部 広報課
TEL：03-3438-9240 fax：03-3438-9949

月刊誌「ＷＡＭ」は1年間の定期購読誌です。

購読料／1年間・・・・7,992円（税、発送料込）
体裁／A4変型判 本文36ページ
編集・発行／独立行政法人福祉医療機構
編集協力／株式会社法研

続きは、

本誌にてご覧ください。

月刊誌

定期購読のごあんない

お問い合わせ

定期購読のお申し込みはこちら

https://www.wam.go.jp/hp/publish-tabid-69/publish-wam_subscription-tabid-2676/

